
第二次千代田町財政危機突破計画

【歳入】 （単位：円）

23 24 25 26 27 28

1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000

 実績額　3,881,421円 実績額　7,382,761円 実績額　7,407,442円 実績額　3,527,997円 実績額　7,121,939円

◎早期着手により滞納の抑制と長期・高額滞納の整理促進、徴収強
化を図る
□差押処分の強化　39件（前年度71件）
□徹底した実態調査に基づく適正な滞納処分執行停止の実施
　　（平成27年度　3,343件　49,119,153円）※全税目
　　（平成28年度　4,297件　77,777,012円）※全税目
□大口・長期滞納者対策の強化
 ・平成21年度滞納繰越収入済額        10,942,071円
 ・平成28年度滞納繰越収入済額        17,428,045円
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績額　　6,485,974円

1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000

実績額　△3,048,519円 実績額　△1,061,361円 実績額　△402,222円 実績額　△438,040円 実績額　△838,109円

水道事業は平成28年度より群馬東部水道企業団に移行したた
め、実績項目からは除外する

新規
❏納税者の利便性を図るため、公共施設においても納付
ができるよう検討する。

2,000,000 2,000,000 2,000,000 2,000,000 2,000,000 2,000,000

新規

❏収入未済額の縮減のため、滞納する公金と税の徴収を
一元化し、効率的な徴収が行えるよう組織の検討を行
う。
（町税等、住宅家賃、上下水道料金）

【検討：公共施設での納付】
【検討：徴収の一元化】

継続
❏管理職による滞納整理特別対策チームを編成し、班別
徴収作業を引き続き実施する。

実績額　2,472,389円 実績額　△1,432,717円 実績額　4,940,356円 実績額　302,921円 実績額　49,524円

◎早期着手により滞納の抑制と長期・高額滞納の整理促進、徴収強
化を図る
□差押処分の強化　39件（前年度71件）
□徹底した実態調査に基づく適正な滞納処分執行停止の実施
　　（平成27年度　3,343件　49,119,153円）※全税目
　　（平成28年度　4,297件　77,777,012円）※全税目
□大口・長期滞納者対策の強化
 ・平成21年度滞納繰越収入済額        19,686,925円
 ・平成28年度滞納繰越収入済額        19,428,033円
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績額　　△258,892円

□平成２４年度より有料化を実施
　【なかさと公園】
　　野球場1面1,000円／4時間
　【バーベキュー棟】
　　1卓100円／時間

実績額　402,300円 実績額　388,400円 実績額　353,400円 実績額　385,300円 □平成28年度公園使用料　　                  実績額　382,600円

総務課
都市整備課
経済課

新規
なかさと公園内への出
店に伴う料金の徴収

❏なかさと公園内へ地場産品の販売店の出店について検
討する。

【検討】 【検討】 【検討】 【検討】 【検討】 【検討】

【随時対応】 【随時対応】 【随時対応】 【随時対応】 【随時対応】 【随時対応】

実績額　21,751,120円 実績額　260,392円 実績額　70,783,600円 実績額　382,872円 実績額　382,872円 ・法定外公共物売却　　   　　　　　　   実績額　846,000円

継続
❏平成２０年１２月からスタートした「ふるさと納税制
度」を引き続き活用し、自主財源の確保を図る。

・2万円以上の方には、はーとふ
るカレンダー、エコバック、みど
りちゃんグッズを配布

・５千円以上の方には、はーとふ
るカレンダーなど町グッズを配布

・５千円以上の方には、はーとふ
るカレンダーなど町グッズを配布

・５千円以上の方には、金額に応じ
て千代田町特産品（うどん・日本酒
の詰合せ）や町のグッズなどを進呈

・５千円以上の方には、金額に応じ
て千代田町特産品（うどん・日本酒
の詰合せ）や町のグッズなどを進呈

・民間事業者と協働連携事業として、ふるさと納税専用ポータルサイト
を平成28年4月5日より運用を開始し、また返礼品としての特典商品
を拡充し、地域の魅力を積極的に情報発信

新規
❏ふるさと納税制度の更なる推進を図るため、応援の寄
附金２万円以上をされた方に対する特典を検討。

実績額　【1件／80,000円】 実績額　【該当なし】 実績額　【3件／240,000円】 実績額　【6件／665,000円】 実績額　【13件／745,000円】 　　　実績額　　【749件／25,992,000円】

目標額合計 4,000,000 4,000,000 4,000,000 4,000,000 4,000,000 4,000,000

実績額合計 25,136,411 5,551,375 83,357,576 4,794,150 8,722,920 33,447,682

実績額合計 647,973,863 647,973,863 647,973,863 647,973,863 647,973,863 647,973,863

673,110,274 653,525,238 731,331,439 652,768,013 656,696,783 681,421,545

番号 担当課 新規/継続 テーマ 実施内容（概要）
実施時期（年度）/　上段（目標額）下段（実績額）

1
住民福祉課
財務課

継続
国民健康保険税の適正
賦課と収納率の向上

❏国保事業の安定的な運営を図るためには、最も基幹的
な財源である国保税を適正に賦課し、収納していくこと
が重要で引き続き滞納額の縮減に努める。

2 － 継続
水道料金の未納対策強
化

❏水道使用料の未納者対策として、徴収の強化を行い、
特に悪質滞納者の給水停止措置を実施し滞納額の縮減に
努める。

3
財務課
都市整備課
環境保健課

税等滞納整理の強化

4

総務課
都市整備課
教育委員会
経済課

継続
なかさと公園の野球
場、バーベキュー棟の
有料化

❏なかさと公園の野球場とバーベキュー棟の使用料の徴
収を検討する。

・H24年度実施に向け条例整備な
ど実施

5 総務課 継続 財産処分の推進

❏普通財産における未利用財産の売却を図る。
　　舞木倉庫用地（ＪＡ分）
  　下中森倉庫用地（ＪＡ分）
　　旧中天神原農機具格納庫
　　旧千代田分署用地の売却

6 総務課 ふるさと納税制度

第二次財政危機突破計画歳入合計

当初財政危機突破計画歳入合計

財政危機突破計画実績累計額（当初＋第二次）



第二次千代田町財政危機突破計画

【歳出】 （単位：円）

23 24 25 26 26 28

【検討】 【検討】 【検討】 【検討】 【検討】 【検討】

【検討】 【検討】 【検討】 【検討】 【検討】 【検討】

30,000 60,000 90,000 120,000 120,000 150,000

実績額　80,000円 実績額　110,000円 実績額　140,000円 実績額　170,000円 実績額　200,000円

・平成21年度交付額　600,000円
・平成28年度交付額　370,000円
                                        　     　  　　実績額　230,000円

8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

【検討】 【検討】 【検討】 【検討】 【検討】 【検討】

5,000,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000

実績額　16,292,000円 実績額　21,456,000円 実績額　12,835,000円 実績額　13,422,284円 実績額　10,850,291円

・平成21年度公共下水道維持管理費　30,595,000円
  （計画排水量）
・平成28年度公共下水道維持管理費　19,700,146円
  （実排水量）
　　　　　　　　　　　　　　  　   　実績額　10,894,854円

740,000 740,000 740,000 740,000 740,000 740,000

実績額　67,700円 実績額　△1,032,000円 実績額　△311,337円 実績額　△558,485円 実績額　△511,963円

・平成21年度交付額　　　　　　　　24,061,835円
・平成28年度交付額　　　　　　　　28,437,649円
　　　　　　　　　　　　　　　 　　実績額　△4,375,814円

【前計画の取組継続】 【前計画の取組継続】 【前計画の取組継続】 【前計画の取組継続】 【前計画の取組継続】 【前計画の取組継続】

合計実績額　△7,149,106円 合計実績額　△21,950,172円 合計実績額　△11,319,712円 合計実績額　△36,399,509円 合計実績額   △25,459,783円

・消耗品費　 　   △13,038,932円 （△52.6％)
・水道料　　 　     △527,845円 （△5.8％）
・電気料　        △6,933,635円 （△20.2％）
・電話料               △776,744円   (△18.2％）
・郵便料             △4,753,265円 （△76.3％）
・電算委託          △3,157,186円 （△11.0％）
・緑地委託   　　   △405,497円 （△1.8％）
　　　　　　　　　                合計実績額   △29,593,104円

※平成26年4月より消費税8%となったことにより相対的な費用
が増加している。

【随時対応】 【随時対応】 【随時対応】 【随時対応】 【随時対応】 【随時対応】

実績額　104,534,050円
※繰越明許費を除く

実績額　69,971,000円
※繰越明許費を除く

実績額　△22,046,000円
※繰越明許費を除く

実績額　103,562,000円
※繰越明許費を除く

実績額　104,130,000円
※繰越明許費を除く

・平成21年度普通建設事業　423,283,000円
・平成28年度普通建設事業　478,518,000円
　　　　　　　　　　　　　   　  実績額　△55,235,000円
　　　　　　　　　　　　　          　  ※繰越明許費を除く

目標額合計 5,778,000 5,808,000 5,838,000 5,868,000 5,868,000 5,898,000

実績額合計 113,824,644 68,554,828 △ 20,702,049 80,196,290 89,208,545 △ 78,079,064

実績額合計 1,201,908,765 1,201,908,765 1,201,908,765 1,201,908,765 1,201,908,765 1,201,908,765

1,315,733,409 1,270,463,593 1,181,206,716 1,282,105,055 1,291,117,310 1,123,829,701

番号 担当課 新規/継続 テーマ 実施内容（概要）
実施時期（年度）/　上段（目標額）下段（実績額）

1 総務課 継続
役職員報酬の日額制・
半日制への検討

❏平成１８年度より報酬の一律５％カットを実施してい
る。今後は、委員の勤務日数など報酬が適正な水準にあ
るかを検討し、定額の月額・年額制から日額・半日制に
改めるなど必要な見直しを進める。

2 総務課 新規
役場職員親睦会への補
助金削減

❏役場職員親睦会が実施する福利厚生事業に対する助成
について見直しを行い、段階的に縮小していく。

3 総務課 新規 会議の合理化
❏全庁的にパソコンを利用する環境が整っていることか
ら、庁内会議のペーパーレス化を推進し、紙削減と会議
運営の効率化を図る。

4 環境保健課 新規 公共下水道維持管理費 ❏汚水処理費算出基準改正による処理費の削減

5 各課局 継続
補助金・助成金・交付
金等の削減の推進

❏各種団体等に対する補助金について、制度創設後の社
会経済情勢等の変化により、事業効果等の薄れた補助金
については見直しを行い廃止、縮小、統合等を行う。ま
た、各種団体への補助金の交付要綱や計画、内容等につ
いて見直しを進める。

6 各課局 継続 物件費の節減

❏全庁的な節約運動の実施
物件費全体の抑制や維持管理的な委託料の削減を引き続
き進める。

※物件費の削減にあたっては、これまで長期にわたり見
直しを行いってきたため、多くの削減は見込めませんが
第２次計画でも、現状の水準を維持できるよう努めてい
きます。

7 各課局 継続
ハード事業の大幅削減
特別会計への出資・繰
出しの縮減

❏投資的経費の厳選／公共工事のコスト縮減

第二次財政危機突破計画歳出合計

当初財政危機突破計画歳出合計

財政危機突破計画実績累計額（当初＋第二次）



第二次千代田町財政危機突破計画

【健全化事業取組策】 （単位：円）

23 24 25 26 26 28

１課削減 【随時対応】 【随時対応】 【随時対応】 【随時対応】 【随時対応】

平成２３年６月１日より温水プー
ル及び総合体育館の運営の一部を
民間に委託し、開館日数の見直し
を行い週５日から６日の開館に変
更した

訪問指導事業の基準を明確化する
ことが重要であると捉え、要綱等
の作成準備を行った。

【検討】 【検討】 【検討】 【検討】
メッセージ花火
実績額　【3件／160,000円】

メッセージ花火　　　　　　　　　　　　　     実績額　【5件／250,000円】

実績額　【385.4kg／1,325円】 実績額【1,098.5kg／12,900円】 実績額【1,241.8kg／15,400円】 実績額【1,926kg／23,650円】 実績額　【1,815kg／20,200円】

■家庭用食用廃油を保健センターで回収
　・保健センター分       1,305ｋｇ　　4,350円
　・給食センター分  　    910ｋｇ  　18,200円
　　　　　　　　　　　　　   実績額　【2,215kg／22,550円】

【検討】 【検討】 【検討】

町の行政情報や観光、歴史、文化
等の多彩な内容を盛り込んだ、千代
田町暮らしの便利帳を民間企業との
協働事業として、広告主を募集し冊
子を作成。
　・A4判サイズ、フルカラー、全５６
ページ、4,700部
　・町内全世帯及び主要企業等へ
配布
　・民間企業等６８事業者の広告収
入を財源として作成

【検討】

町の行政情報や観光、歴史、文化等の多彩な内容を盛り込ん
だ、千代田町暮らしの便利帳を民間企業との協働事業として、
広告主を募集し冊子を作成する準備を開始。
なお、発行については、平成29年8月を予定
　・A4判サイズ、フルカラー、全64ページ、5,000部
　・町内全世帯及び主要企業等へ配布
　・民間企業等70事業者の広告収入を事業財源

1,325 12,900 15,400 23,650 23,650 272,550

番号 担当課 新規/継続 テーマ 実施内容（概要）
実施時期（年度）/　上段（目標額）下段（実績額）

1 総務課 継続 役場組織のスリム化
❏行政全般における今後の推移を見極めながら、効率か
つ横断的な課及び係等の組織再編により、できる限り組
織のスリム化を図る。

2
総務課
住民福祉課
教育委員会

新規/継続
民間委託及び指定管理
者制度の導入

❏官から民への考え方に基づき指定管理者制度の導入を
行いながら民間委託を推進することにより、より一層の
効率化を図る。

3
住民福祉課
環境保健課

新規 医療費削減事業

❏重複・頻回受診を行っている町内の高齢者の方などに
対し、町の保健師が訪問指導による健康相談を行うこと
により、医療費の削減等を目指す。

❏ジェネリック医薬品の使用促進により、国保財政の改
善と、繰出金の抑制を図る。

4 経済課 新規 川せがき応援事業
❏有料花火の打ち上げの検討
供養、出生祝いや親族・知人へのメッセージを添え花火
を打ち上げる応援事業の検討。

□重複・頻回受診の訪問指導
　訪問保健指導をきめ細やかに行うことで、住民と町との信頼関係を構築していき、住民の健康増進と適正受診が自主的に定着化され、地域全体で医療費の大切さを共有できる町づくりを目指す。

訪問指導対象者の発見に努め、住民の健康増進と適正受診の定着化を図った。

□ジェネリック医薬品の普及促進
　ジェネリック医薬品情報を地域へ継続的に発信し、ジェネリックを活用することで、特に利点が大きいと思われる方への訪問指導等を行うとともに、町内医療機関等への協力を呼びかけていくことで、地域全体で医療費の大切さを共
有できる町づくりを目指す。

新規 ゴミの減量化

❏雑草・枝等の乾燥及び生ごみの水きりの徹底
❏生ごみの自家処理（堆肥化）
❏ミックスペーパー・食用廃油・金属類・廃プラスチッ
ク等の拠点回収を行い資源活用と焼却ごみの減量を目指
す。
【具体例】　菓子箱、包装紙、封筒、紙袋、リーフレッ
ト、写真、はがき及び紙きれなどの紙類

6 都市整備課 新規
ふれあいタウン商業地
西側公社所有地の商業
用地化

❏住宅用地として取得済みの未造成地については、商業
用地に用途変更して新たな利活用を図る。

■都市計画の変更
ふれあいタウン内のジョイフル本田店舗用地と公社所有地に商業機能を集積し、町東部地区における生活拠点として整備を進める。
平成24年度に用途地域を近隣商業地域へ変更するための都市計画変更手続きが完了したことから、平成25年度より造成工事に向けた設計業務等行い、平成28年1月に造成工事完了した。今後は、進出企業決定に向け誘致活動を行い、早期に決定させ商
業機能の集積による生活利便性の向上と町の活性化を図る。

温水プール及び総合体育館の運営の一部を民間に委託し週６日開館した

合　　　　　　　　　　　　　　　計

7 総務課 継続 有料広告への取組
❏パンフレットなどの情報媒体や公共施設等への企業広
告（ネーミングライツ）の掲載の検討を行い、自主財源
の確保を図る。

5
環境保健課
教育委員会

温水プール/総合体育館の民間委託実施

食用廃油の回収


